
                           

令和３年度 三原市一校一貢献事業実施報告 

          三原市立沼田東小学校 

                                      校長 徳重 宏美 

１ 実施期間  令和３年４月６日から令和４年３月２５日 

 

２ 取組 

（１）概要 

 地域・保護者と「心をつなぐ」「ともに伸びる」学びを通して，自他を尊重する温かい心・態度の育成 
  年間を通して，生活科や総合的な学習の時間で地域の人やものとのつながりを大切にし，自ら課題
を見つけ，みんなの力で解決策を考え，実行する「学び」を行った。 

  人と人との温かいかかわり合いの中で，自分を見つめ，自己肯定感を高めることへつなげた。また，
地域の人とつながりを深める中で，地域の人やもののよさに気付くとともに，それらが，人々の努力や
工夫によって支えられていることにも気付き，地域を愛し，感謝する心，地域の発展に尽くそうとする
心を育成していった。 

（２）具体的実践内容 
学年 内容 活動の様子 
全校 コロナ禍により，伝統行事である「茶摘み」を全校

で行うことができなかったが，６年生が感染防止を
考え，６年生と５年生で茶摘みを行った。また，毎年
受け継がれている「沼田東小学校のお茶のキャラク
ター」を６年生が考えた。６年生一人一人が考えたキ
ャラクターを幼稚園児，１，２年生までに投票しても
らい決定し，全校に紹介した。さらに，今年はこのキ
ャラクターが，６年生がお茶の葉を使って商品開発
したお菓子のパッケージにも採用された。 
 
 

今年度のお茶っ葉キャラクター 
<ライオ茶マン> 
 
 
 
 
 

１年生 
「あたらし
い１ねんせ
いをしょう
たいしよう」 

コロナ禍により，新１年生を学校に招待し，授業の
様子や生活の様子を伝えることができなかった。そ
こで，入学してきた時に新１年生にできることはな
いかを考え，教室の飾りを作ったり，手紙を書いたり
して新１年生を迎える準備をした。 
 
 
 

新１年生に向けた手紙 

２年生 
「まちたん
けんをしよ
う」 
 

 地域の駐在所や郵便局，農協，コミュニティーセン
ター等に行き，話を聞いたり，質問したりして地域の
秘密を探ることができた。また，訪問した場所に学ん
だこと等を書いたお礼の手紙を渡した。 
 
 
 
 
 

見学の様子 
 

３年生 
「沼田東小
学校のひみ
つをみつけ
よう」 

 沼田東小学校の秘密を見つけるために，沼田東小
学校の「校歌」について調べた。校歌ができた経緯や
歌詞の意味を学ぶ中で，歌詞の中に出てくる沼田東
の町のよさに気付き，それをまとめ，地域に発信し
た。 
 
 
 

調べたことをクイズにしたもの 



４年生 
「幼稚園さ
んが楽しめ
るお楽しみ
会をひらこ
う」 

 地域の幼稚園や保育所の園児達との関わりを増や
すため，お楽しみ会を企画した。どんな遊びが好きな
のか，どのように説明したら伝わるのか考えながら
準備を行い，お楽しみ会を実施した。  
 
 
 
 

お楽しみ会の様子 

５年生 
「地域の自
然や環境に
ついて考え
よう」 
 

 沼田東町の米作りについて地域の方から学んだ。
地域の圃場を借り，地域の方と田植えや稲刈り，脱穀
を体験した。一粒一粒に感謝しながら大切に食べよ
うという思い等をお礼の手紙に書いた。 
 また，コロナ禍での体験活動として，ウォークラリ
ーを行った。地域の様々な場所をグループで歩きな
がら，地域に関わるクイズに答えていく中で，今まで
は気付かなかった地域のよさに改めて気付くことが
できた。 
 

脱穀の様子 
 
 
 
 
 
 
 

６年生 
「沼田東小
のよさをき
らりと光る
宝にしよう」 

 沼田東小のよさである「お茶の葉」を，さらに「き
らりと光る宝」にし，多くの人に知ってもらいたいと
いう思いで，お茶の葉を使った商品開発を行った。商
品開発には，広島県立総合技術高等学校の生徒さん
に協力していただいた。生徒さんに６年生が考えた
レシピをプレゼンし，できた商品を高校で販売する
ために，ちらしや看板等を作り，当日は，それらを使
ってお客さんに呼びかけをした。今年は，プレゼンに
道の駅の駅長さんも参加してくださり，道の駅でも
商品を販売していただいた。 
 
 
 
 
 

プレゼンの様子 
 
 
 
 
 
 
お客さんに販売している様子 

 

（３）成果 

〇コロナ禍の影響で，時期によっては地域の方との交流ができないことも多かった。その中で自分たち

にできることはないかと考え，課題を見付けていくことができた。その課題解決に向けて，友達や地域

の方との関り合いを通しながら取組を進める中で，自他を尊重する温かい心や態度が育成された。アン

ケート結果からも，目標値には届かなかったが，１学期末に低かった「自分のよさを周りの人に認めら

れていると思う」の意識向上が見られ，成果につながったと考える。 


